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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　第１のピクチャの第１のピクチャオーダーカウント（ＰＯＣ）値の少なくとも一部がゼ
ロの値にリセットされるべきであることをシンタックス要素の値が示すかどうかを決定す
ることと、
　前記第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記
シンタックス要素の前記値が示すとき、
　　リセットされた第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロに等しくなるように、前記第１のＰ
ＯＣ値の少なくとも前記一部をリセットすることと、
　　第２のピクチャの第２のＰＯＣ値を決定すること、ここにおいて、前記第１のピクチ
ャおよび前記第２のピクチャが共通のビデオコーディングレイヤおよび共通のコード化ビ
デオシーケンスにある、と、
　　前記第１のＰＯＣ値と前記第２のＰＯＣ値との間の第１の差を決定することと、
　　デクリメントされた第２のＰＯＣ値と前記リセットされた第１のＰＯＣ値との間の第
２の差が前記第１の差に等しいように前記第２のＰＯＣ値をデクリメントすることと、
　前記リセットされた第１のＰＯＣ値および前記デクリメントされた第２のＰＯＣ値を使
用してビデオデータを復号することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記シンタックス要素の前記値は、前記第１のＰＯＣ値の前記一部を含むすべてのビッ
トがゼロの前記値にリセットされるべきであるかどうかを示し、前記方法は、前記第１の
ＰＯＣ値のすべてのビットがゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記シンタ
ックス要素の前記値が示すとき、リセットされた第１のＰＯＣ値のすべてのビットがゼロ
に等しくなるように前記第１のＰＯＣ値をリセットすることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のピクチャを第１のビデオコーディングレイヤに含み、第３のピクチャを第２
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のビデオコーディングレイヤに含むアクセスユニットを受信することをさらに備え、前記
第１のビデオコーディングレイヤは、前記共通のビデオコーディングレイヤを備え、前記
第２のビデオコーディングレイヤは、前記第１のビデオコーディングレイヤとは異なり、
前記第１のＰＯＣ値をリセットする前には、前記第１のピクチャの前記第１のＰＯＣ値は
、前記第３のピクチャの第３のＰＯＣ値とは異なる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のピクチャの前記第１のＰＯＣ値をリセットすることは、前記リセット後、前
記第１のピクチャの前記リセットされた第１のＰＯＣ値は、前記第３のピクチャの前記第
３のＰＯＣ値に等しくなるように、前記第１のピクチャの前記第１のＰＯＣ値をリセット
することを備える、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第３のピクチャは、NoRaslOutputFlagシンタックス要素が１に等しいイントララン
ダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャを備え、前記第１のピクチャが非ＩＲＡＰピ
クチャを備える、
　請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＩＲＡＰピクチャは、瞬時デコーダリフレッシュ（ＩＤＲ）ピクチャ、クリーンラ
ンダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャ、またはリンク切断アクセス（ＢＬＡ）ピクチャのう
ちの１つを備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセスユニットは、前記第１のビデオコーディングレイヤおよび前記第２のビデ
オコーディングレイヤとは異なる第３のビデオコーディングレイヤにおける第４のピクチ
ャをさらに含み、前記リセットされた第１のＰＯＣ値を使用してビデオデータを復号する
ことが、ブロックが前記リセットされた第１のＰＯＣ値の参照を含むとき、前記第１のピ
クチャに対するレイヤ間予測を使用して前記第４のピクチャの前記ブロックを復号するこ
とを備える、
　請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記
シンタックス要素が示すとき、
　前記第１のピクチャを有する前記共通のビデオコーディングレイヤにおける複数の他の
ピクチャのＰＯＣ値を決定すること、ここにおいて、前記複数の他のピクチャは、前記第
１のピクチャおよび前記第２のピクチャ以外のピクチャを含む、と、
　前記第１のＰＯＣ値と前記他のピクチャの前記ＰＯＣ値との間の差を決定することと、
　デクリメントされたＰＯＣ値と前記リセットされた第１のＰＯＣ値との間のそれぞれの
差が前記第１のＰＯＣ値と前記他のピクチャの前記ＰＯＣ値との間の前記それぞれの決定
された差に等しくなるように、前記他のピクチャの前記ＰＯＣ値をデクリメントすること
と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　参照ピクチャセットのデータは、前記他のピクチャが短期参照ピクチャであるか長期参
照ピクチャであるかを示し、前記ＰＯＣ値をデクリメントすることは、
　前記短期参照ピクチャの前記ＰＯＣ値をデクリメントすることと、
　前記長期参照ピクチャの前記ＰＯＣ値をデクリメントすることと
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記シンタックス要素は、ＰＯＣリセットフラグを備える、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記シンタックス要素を含むスライスヘッダを復号することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記一部は、前記第１のＰＯＣ値の最上位ビット（ＭＳＢ）を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　第１のピクチャの第１のピクチャオーダーカウント（ＰＯＣ）値の少なくとも一部をゼ
ロの値にリセットすべきかどうかを決定することと、
　前記第１のＰＯＣ値の前記少なくとも一部をリセットすることを決定することに応答し
て、
　　リセットされた第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロに等しくなるように、前記第１のＰ
ＯＣ値の少なくとも前記一部をリセットすることと、
　　前記第１のＰＯＣ値の少なくとも前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきこと
を示すシンタックス要素の値を符号化することと、
　　第２のピクチャの第２のＰＯＣ値を決定すること、ここにおいて、前記第１のピクチ
ャおよび前記第２のピクチャが共通のビデオコーディングレイヤおよび共通のコード化ビ
デオシーケンスにある、と、
　　前記第１のＰＯＣ値と前記第２のＰＯＣ値との間の第１の差を決定することと、
　　デクリメントされた第２のＰＯＣ値と前記リセットされた第１のＰＯＣ値との間の第
２の差が前記第１の差に等しいように前記第２のＰＯＣ値をデクリメントすることと、
　前記リセットされた第１のＰＯＣ値および前記デクリメントされた第２のＰＯＣ値を使
用してビデオデータを符号化することと
　を備える方法。
【請求項１４】
　前記シンタックス要素の前記値は、前記第１のＰＯＣ値の前記一部を含むすべてのビッ
トがゼロの前記値にリセットされるべきであるかどうかを示し、前記方法は、前記第１の
ＰＯＣ値のすべてのビットがゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記シンタ
ックス要素の前記値が示すとき、リセットされた第１のＰＯＣ値のすべてのビットがゼロ
に等しくなるように前記第１のＰＯＣ値をリセットすることをさらに備える、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のピクチャを第１のビデオコーディングレイヤに含み、第３のピクチャを第２
のビデオコーディングレイヤに含むアクセスユニットを形成することをさらに備え、前記
第１のビデオコーディングレイヤは、前記共通のビデオコーディングレイヤを備え、前記
第２のビデオコーディングレイヤは、前記第１のビデオコーディングレイヤとは異なり、
前記ＰＯＣ値をリセットする前には、前記第１のピクチャの前記第１のＰＯＣ値は、前記
第３のピクチャの第３のＰＯＣ値とは異なる、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第３のピクチャは、NoRaslOutputFlagシンタックス要素が１に等しいイントララン
ダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャを備え、前記第１のピクチャが非ＩＲＡＰピ
クチャを備えるとき、リセットすべきかどうかを決定することは、前記第１のＰＯＣ値を
リセットすることを決定することを備える、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アクセスユニットを形成することは、前記第１のビデオコーディングレイヤおよび
前記第２のビデオコーディングレイヤとは異なる第３のビデオコーディングレイヤにおけ



(4) JP 2016-518776 A5 2017.3.16

る第４のピクチャを含むように前記アクセスユニットを形成することをさらに備え、前記
リセットされた第１のＰＯＣ値を使用してビデオデータを符号化することは、
　前記第１のピクチャに対してレイヤ間予測を使用して前記第４のピクチャのブロックを
符号化することと、
　前記リセットされた第１のＰＯＣ値を参照するために、前記ブロックのシンタックス要
素を符号化することと
　を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　ビデオデータをコード化するためのデバイスであって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　　第１のピクチャの第１のピクチャオーダーカウント（ＰＯＣ）値の少なくとも一部が
ゼロの値にリセットされるべきであるかどうかを示すシンタックス要素の値をコード化す
ることと、
　　前記第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきであることを前
記シンタックス要素の前記値が示すとき、
　　　リセットされた第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロに等しくなるように、前記第１の
ＰＯＣ値の少なくとも前記一部をリセットすることと、
　　　第２のピクチャの第２のＰＯＣ値を決定すること、ここにおいて、前記第１のピク
チャおよび前記第２のピクチャが共通のビデオコーディングレイヤおよび共通のコード化
ビデオシーケンスにある、と、
　　　前記第１のＰＯＣ値と前記第２のＰＯＣ値との間の第１の差を決定することと、
　　　デクリメントされた第２のＰＯＣ値と前記リセットされた第１のＰＯＣ値との間の
第２の差が前記第１の差に等しいように前記第２のＰＯＣ値をデクリメントすることと、
　　前記リセットされた第１のＰＯＣ値および前記デクリメントされた第２のＰＯＣ値を
使用して前記ビデオデータをコード化することと
　を行うように構成されるビデオコーダと
　を備える、ビデオデータをコード化するためのデバイス。
【請求項１９】
　前記シンタックス要素の前記値は、前記第１のＰＯＣ値の前記一部を含むすべてのビッ
トがゼロの前記値にリセットされるべきであるかどうかを示し、前記ビデオコーダは、前
記第１のＰＯＣ値のすべてのビットがゼロの前記値にリセットされるべきであることを前
記シンタックス要素の前記値が示すとき、リセットされた第１のＰＯＣ値のすべてのビッ
トがゼロに等しくなるように前記第１のＰＯＣ値をリセットすることを行うようにさらに
構成される、
　請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記ビデオコーダは、前記第１のピクチャを第１のビデオコーディングレイヤに含み、
第３のピクチャを第２のビデオコーディングレイヤに含むアクセスユニットをコード化す
ることを行うように構成され、前記第１のビデオコーディングレイヤは、前記共通のビデ
オコーディングレイヤを備え、前記第２のビデオコーディングレイヤは、前記第１のビデ
オコーディングレイヤとは異なり、前記第１のＰＯＣ値をリセットする前には、前記第１
のピクチャの前記第１のＰＯＣ値は、前記第３のピクチャの第３のＰＯＣ値とは異なる、
　請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記第３のピクチャは、NoRaslOutputFlagシンタックス要素が１に等しいイントララン
ダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャを備え、前記第１のピクチャは、非ＩＲＡＰ
ピクチャを備える、
　請求項２０に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記アクセスユニットは、前記第１のビデオコーディングレイヤおよび前記第２のビデ
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オコーディングレイヤとは異なる第３のビデオコーディングレイヤにおける第４のピクチ
ャをさらに含み、前記リセットされた第１のＰＯＣ値を使用してビデオデータをコード化
するために、前記ビデオコーダは、ブロックが前記リセットされた第１のＰＯＣ値の参照
を含むとき、前記第１のピクチャに対するレイヤ間予測を使用して前記第４のピクチャの
前記ブロックをコード化することを行うように構成される、
　請求項２０に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記シンタックス要素は、ＰＯＣリセットフラグを備える、
　請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記ビデオコーダは、前記リセットされた第１のＰＯＣ値を使用して前記ビデオデータ
を復号するように構成されたビデオデコーダを備える、
　請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記ビデオコーダは、前記リセットされた第１のＰＯＣ値を使用して前記ビデオデータ
を符号化するように構成されたビデオエンコーダを備える、
　請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記デバイスが、
　集積回路、
　マイクロプロセッサ、および
　ワイヤレス通信デバイス
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２７】
　ビデオデータをコード化するためのデバイスであって、
　第１のピクチャの第１のピクチャオーダーカウント（ＰＯＣ）値の少なくとも一部がゼ
ロの値にリセットされるべきであるかどうかを示すシンタックス要素の値をコード化する
ための手段と、
　前記第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記
シンタックス要素の前記値が示すとき、リセットされた第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロ
に等しくなるように、前記第１のＰＯＣ値の少なくとも前記一部をリセットするための手
段と、
　前記第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記
シンタックス要素が示すとき、第２のピクチャの第２のＰＯＣ値を決定するための手段、
ここにおいて、前記第１のピクチャおよび前記第２のピクチャが、共通のビデオコーディ
ングレイヤおよび共通のコード化ビデオシーケンスにある、と、
　前記第１のＰＯＣ値と前記第２のＰＯＣ値との間の第１の差を決定するための手段と、
　デクリメントされた第２のＰＯＣ値と前記リセットされた第１のＰＯＣ値との間の第２
の差が前記第１の差に等しいように前記第２のＰＯＣ値をデクリメントするための手段と
、
　前記リセットされた第１のＰＯＣ値および前記デクリメントされた第２のＰＯＣ値を使
用してビデオデータをコード化するための手段と
　を備えるデバイス。
【請求項２８】
　前記シンタックス要素の前記値は、前記第１のＰＯＣ値の前記一部を含むすべてのビッ
トがゼロの前記値にリセットされるべきであるかどうかを示し、前記リセットするための
手段は、前記第１のＰＯＣ値のすべてのビットがゼロの前記値にリセットされるべきであ
ることを前記シンタックス要素の前記値が示すとき、リセットされた第１のＰＯＣ値のす
べてのビットがゼロに等しくなるように前記第１のＰＯＣ値をリセットするための手段を
備える、
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　請求項２７に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記第１のピクチャを第１のビデオコーディングレイヤに含み、第３のピクチャを第２
のビデオコーディングレイヤに含むアクセスユニットをコード化するための手段をさらに
備え、前記第１のビデオコーディングレイヤは、前記共通のビデオコーディングレイヤを
備え、前記第２のビデオコーディングレイヤは、前記第１のビデオコーディングレイヤと
は異なり、前記第１のＰＯＣ値をリセットする前には、前記第１のピクチャの前記第１の
ＰＯＣ値は、前記第３のピクチャの第３のＰＯＣ値とは異なる、
　請求項２７に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記第３のピクチャは、NoRaslOutputFlagシンタックス要素が１に等しいイントララン
ダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャを備え、前記第１のピクチャが、非ＩＲＡＰ
ピクチャを備える、
　請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記アクセスユニットは、前記第１のビデオコーディングレイヤおよび前記第２のビデ
オコーディングレイヤとは異なる第３のビデオコーディングレイヤにおける第４のピクチ
ャをさらに含み、前記リセットされた第１のＰＯＣ値を使用してビデオデータを前記コー
ド化するための手段は、ブロックが前記リセットされた第１のＰＯＣ値の参照を含むとき
、前記第１のピクチャに対するレイヤ間予測を使用して前記第４のピクチャの前記ブロッ
クをコード化するための手段を備える、
　請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記シンタックス要素は、ＰＯＣリセットフラグを備える、
　請求項２７に記載のデバイス。
【請求項３３】
　命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、実行されると、ビデ
オデータをコード化するためのデバイスのプロセッサに、
　第１のピクチャの第１のピクチャオーダーカウント（ＰＯＣ）値の少なくとも一部がゼ
ロの値にリセットされるべきであるかどうかを示すシンタックス要素の値をコード化する
ことと、
　前記第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記
シンタックス要素の前記値が示すとき、
　　リセットされた第１のＰＯＣ値の前記一部がゼロに等しくなるように、前記第１のＰ
ＯＣ値の少なくとも前記一部をリセットすることと、
　　第２のピクチャの第２のＰＯＣ値を決定すること、ここにおいて、前記第１のピクチ
ャおよび前記第２のピクチャが共通のビデオコーディングレイヤおよび共通のコード化ビ
デオシーケンスにある、と、
　　前記第１のＰＯＣ値と前記第２のＰＯＣ値との間の第１の差を決定することと、
　　デクリメントされた第２のＰＯＣ値と前記リセットされた第１のＰＯＣ値との間の第
２の差が前記第１の差に等しいように前記第２のＰＯＣ値をデクリメントすることと、
　前記リセットされた第１のＰＯＣ値および前記デクリメントされた第２のＰＯＣ値を使
用してビデオデータをコード化することと
　を行わせる、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　前記シンタックス要素の前記値は、前記第１のＰＯＣ値の前記一部を含むすべてのビッ
トがゼロの前記値にリセットされるべきであるかどうかを示し、前記プロセッサに、前記
第１のＰＯＣ値のすべてのビットがゼロの前記値にリセットされるべきであることを前記
シンタックス要素の前記値が示すとき、リセットされた第１のＰＯＣ値のすべてのビット
がゼロに等しくなるように前記第１のＰＯＣ値をリセットすることを行わせる命令をさら
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に備える、
　請求項３３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　前記プロセッサに、前記第１のピクチャを第１のビデオコーディングレイヤに含み、第
３のピクチャを第２のビデオコーディングレイヤに含むアクセスユニットをコード化させ
る命令をさらに備え、前記第１のビデオコーディングレイヤは、前記共通のビデオコーデ
ィングレイヤを備え、前記第２のビデオコーディングレイヤは、前記第１のビデオコーデ
ィングレイヤとは異なり、前記第１のＰＯＣ値をリセットする前には、前記第１のピクチ
ャの前記第１のＰＯＣ値は、前記第３のピクチャの第３のＰＯＣ値とは異なる、
　請求項３３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記第３のピクチャは、NoRaslOutputFlagシンタックス要素が１に等しいイントララン
ダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャを備え、前記第１のピクチャが、非ＩＲＡＰ
ピクチャを備える、
　請求項３５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記アクセスユニットは、前記第１のビデオコーディングレイヤおよび前記第２のビデ
オコーディングレイヤとは異なる第３のビデオコーディングレイヤにおける第４のピクチ
ャをさらに含み、前記プロセッサに、前記リセットされた第１のＰＯＣ値を使用してビデ
オデータをコード化させる前記命令は、前記プロセッサに、ブロックが前記リセットされ
た第１のＰＯＣ値の参照を含むとき、前記第１のピクチャに対するレイヤ間予測を使用し
て前記第４のピクチャの前記ブロックをコード化することを行わせる命令を備える、
　請求項３５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　前記シンタックス要素は、ＰＯＣリセットフラグを備える、
　請求項３３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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